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日本シパ葉腐病の効率的な薬剤防除対策

前JlI和正・棺野公孝

要約

臼本シパ葉腐病の効率的な薬剤紡除対策について検討した.

1 本病に対して適応性の高い有効な薬剤はイソプロチオラン・フルトラニJレ水和剤，間粒~l， ト

ルクロホスメチJレ71<和~l， ペンシクロン71<和剤であった.

2 薬剤防除は，初発4週間前~初発期の1回散布で効果が高かった.薬剤の残効性を考躍すると，

初発期直前の散布が有効であった.初発直前にイソプロチオラン・フルトラニル粒剤をlOg/

d散布すれば，登録条件の 15g / rrfとほぼ同等の防除効果があった.また，初発期にトルクロ

ホスメチル水和剤の薬量と水量を0.5g /0.51! / rrfで散布すれば，登録条件の 19/1!/rrfと

同等の効果があった.

3 防除効果及び散布効率を考臆すると，初発期にトルクロホスメチル水和剤の薬量と水震を0.5

g /0.51! / rrfで散布するのが最も有効であった.

Efficient Chemical Control of a Large Patch of Zoysia Turfgrass 

Kazurnasa MAEKAWA and Masataka AINO 

Summary 

This experiment studied efficient chemical control of a large patch of zoysia turfgrass. 
(1) Isoprothiolan・flutlanilwettable powder， isoprothiolan. flutlanil granular， trichlophos-
methyl wettable powder and pencycuron wettable powder were effective on large patches. 
(2) It. was effective for a large patch to be applied once from four weeks before the out-break 
to the initial outbreak stage. For residual effect， it was effective to apply funngicides 
immediately before the initial outbreak stage. Application of both the amounts 10 g / rrf 
and 15 g / rrf of isoprothiolan oflutlanil granular immediately before the initial outbreak 
stage were equal by effective. Application of both the amounts 0.5 g /0.51! / rrf and 1.0 g 
/1! / rrf of trichlophosmethyl wettablepowder at the initial outbreak stage were equal by 
effective. 
(3) For effect of control and efficient application， the amoupt of 0.5 g /0.5 1! / rrf of tri-
chlophosmethyl wettable powder applied at the initial outbreak stage was most effective. 

キーワード:日本シパ葉腐病，有効薬剤，防除適期，初発期，少量散布
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緒 首

1991年に県内のゴルフ場を対象にアンケート調査を

行った結果，日本シパ葉腐病は89%のゴルフ場で発生

し，大きな被害を与えていた.本病の病原菌は Rhi“

zoctoniαsolani AG2・2(lV)で，コウライシパのフェ

アウェイ，ティ，ノシパのラフ等，ゴルフ場のいたると

ころで春と秋に広範臨に発生する.病斑は茶褐色の円形

で， a支援 1mから大きいものは5m程度にもなり，症

状が激しい場合は芝地が棟地になることもあり，ゴルフ

場のターフ品質を著しく低下させる.

1988-'89年のゴルフ場からの報告によると，本病の

防除には多量の殺菌剤の散布が必要である.本病を中心

とした， リゾクトニア鷺麗による病害を対象にした殺菌

剤jの使用量は，全殺閣制使用量の過半数を占めていた.

日本シパ葉腐病の発生生態等は未知な部分もあり，妨除

適期を逸して農薬を散布するケースも少なくなかった.

また，有効な薬剤についても明確ではなく，適期適~l防

除が行われていないこともあった.

1994年8月31日受理

近年，生態系に対する関心が高まる中で，農薬散布が

環境や健康に与える影響について懸念されており，農耕

地，非農耕地を問わず減農薬化が進められている.この

ような背景の中で，本病に対する有効薬剤の検索，防除
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適期及び散布量について試験し，効率的な防除対策につ!

いて検討した.

なお，本試験を行うにあたり，ご協力いただいた関係

ゴルフ場に感謝の窓を表する.

材料及び方法

1 有効薬剤の検索

1991年，三木市の三木よかわカントリークラブ(以下

三木よかわc.c.と言う)1番ホーjレのコウライシパの

フェアウェイで1区50n:f ・2反復の試験区を設定した.

供試薬剤は表1に示した葉腐病に登録のある薬剤で，散

l 布時期及び回数は，発病初期の4月15日，発病中期の

6丹7日の2自であった.散布方法は，水和剤では麗着

剤(ダイン 10，000倍)を加え 1.e/n:fを動力噴霧機を使

用し，粒剤は 15g/を手まきした.発病謁査は4月15

日(散布前)， 5丹7日， 27日に行い，病斑面積を測定した.

2 防除適期の検討

(1)春期における肪除適期と国数:1992年，三木市の

三木よかわC.C.1番ホールのコウライシパのフェア

ウェイで1区49n:f ・2反復の試験涯を設定した.イ

ソプロチオラン・フルトラニル水和*，J500倍〈ダイン

10，000倍加用)を供し，表2に示したように初発前 1

回のみ，初発前と初発後の2回の計4誌を設け， 1.e 

/n:fを動力噴霧機で散布した.なお，本試験躍での初

発は4f:I 27日であった.発病調査は4f:I 27日 5月
11臼， 27日， 6月8日に行い，病斑面積を測定した.

(2) 秋期における肪除適期:1991年，三木市の三木よ

かわC.C.1番ホールのコウライシパのフェアウェイ

で1区50n:f ・2反譲の試験区を設定した. トルクロ

ホスメチル水和剤1，000倍，ペンシクロン水和斉iJ1，000 

情，イソプロチオラン・フルトラニル水和*，J500倍を

供試し，初発14日前の9月24B，初発期の 10月7

8に各1回散布した.また，これとは別に問じフ且ア

ウェイ内で10月28Bに初発を確認し

粒剤lOg/n:fC登録条件の%量)， 15 g / n:f C議録条
件量)を前年の病斑跡が不明瞭に残っている初発直前

の4丹 15日にそれぞれ1四手まきした.発病調査は

散布28日後の5丹13日と 56日後の6月10日に行い，

O病斑密積を測定した.

(2) 水和剤の少量散布:1993年，.，三木市の三木よかわ

C.C.2番ホールのコウライシパのフェアウェイで 1

区50n:f ・3反捜の試験監を設定した. トルクロホス

メチル水和剤を供試し，薬剤最と水量を0.25g /0.25 

.e/n:f， 0.25g/0.5.e/n:f， 0.25.g/.e/n:f， 0.5g 

〆0.5.e/ n:f， 1 g / .e / n:f C対照，登録条件景)とし，
初発期の9月29.日に l田，展着剤(ダイン10，000倍)

を加え動力噴霧機で散布した.発病調査は10月18日，

11月16日， 12月13臼に行い，病斑面積を測定した.

4 スポット散布の効果 r

1992年，三三木市の三三木よかわC.C.1番ホールのコウ

ライシパのフェアウェイの葉腐病が多発している場所で，

1，500 n:fの試験区を設定した.すでに病斑が褐変してい

る初発1週間後の4月28Bに，ペンシクロン水和斉1j1，000

倍に展着剤(ダイン 10，000倍)を加え，病斑とその周囲

に約50c盤の楢で1問， 1.e/n:fを動力噴霧機で散布し

た.発病調ままは5月18臼， 6f:1 4 Bに行い，活性病斑
(褐変しているもの)，不活性病斑(褐変が無く回復しかけ

ているもの)に分けて病理の蓋径ごとに病斑数を測定した.

結 果

1 有効薬剤の検索

初発期での病斑面積率が30%を越える，多発条件下

での試験であったため.1四散布3週間後では病瑛は完

全に消失することはなかった. 2由散布20日後の 5月

27日ではイソプロチオラン・フルトラニル水和弗IJ，向粒

*，J， トルクロホスメチル水和剤，ペンシクロン水和剤を

処理した区で病斑が完全に消失した(表1).

た場所に 1囲，展着剤(ダイン 10，000
表 I 日本シパ葉臆病に対する各種薬剤の効果

倍)を加え 1.e/n:fを動力噴霧機で散

布した.発病調査は 10月14，21， 28 

日， 11丹5，11， 25日， 12月 6，16 

8に行い，病斑面積を測定した.

3 散布量の検討

(1)粒剤の少量散布:1991年，東条町

の加国際東条カントリークラブ6番ホ

ールのコウライシパのフェアウェイで

l区50n:f.3反復の試験区を設定し

た.イソプロチオラン・フ jレトラニル

供試薬剤 散布量・稀釈

倍数

ポリオキシン7k和斉IJ 1.e/n:f・1000倍
イプロジオン水和剤 1.e/n:f・1500倍
イソプロチオラン・フルトラニル水和剤 1.e/n:f・ 500倍
イソプロチオラン・フルトラニバ揖Jj15g/n:f. 
トルクロホスメチル7./<.和剤 1.e/n:f・1000倍
ペンシクロン水和剤 1.e/n:f・1000倍
メプロニJレ水和剤 1.e/n:f・1000倍
イプロジオン・マンゼフヲk和弗iJ 1.e/n:f・ 500倍
無処理

病斑詣穣率(%)

4月158 5月78 5月27日

29.8 37.8 23.9 
15.2 10.9 6.1 
5.6 1.7 0.0 
12.1 7.3 0.0 
15.2 8.8 0.0 
23.7 26.4 0.0 
33.9 23.7 23.2 
13.0 2.4 7.6 
37.9 38.8 42.8 
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表2 イソプロチオラン・フルトラニル水和剤の散布時期・回数と葉腐病に対する効果

初発 病斑面積率(%) 防 除
処理月B

4/27 5/11 5/27 6/8 5/11 5/27 6/8 月日

3〆30 4/27 0.0 0.08 0.4 0.2 98.6 96.8 98.5 

3/30・5/6 4/27 0.0 0.0 0.0 0.1 100 100 99.3 

4〆13 4/27 0.0 0.0 0.0 0.8 100 100 94.1 
4/13・5/18 4/27 0.0 0.0 0.0 0.0 100 100 100 

無処理 4メ27 5.2 6.0 12.5 13.6 

表3 各種薬剤の散布時期と葉腐病に対する効果

処理 初発 病 斑 前十 積 率(%)

供 月日 月日 10/14 10/21 10/28 11/5 11/11 11/2512/6 12/16 

トJレクロホスメチjレwp 9/24 10/7 。 O 0.2 O 0.4 0.1 。 。
ペンシクロンwp 9/24' 10〆7 O 。 O 。 。 O 。 。
イソプロチオラン・フルトラニルwp 9/24 10/7 O 。 O 。 。 O 。 。
トルクロホスメチJレwp 10/710/7 O O 0.1 。 O O 。 O 
ペンシクロンwp 10/7 10/7 。 O 。 O O 。 O O 
イソプロチオラン・フルトラニルwp 10/7 10/7 。。 O O 。 。。 O 
無処理 10/7 4.2 9.6 11.4 8.2 19.9 21.4 19.3 3.1 
--.---.--.--.・e・v・・V峰崎h酬明伸物輸刷物岨.，凶駒噌事恥世.. 伽物噌陪噛胸骨噂叫砂地柏崎刷物輸暢駒物園F・・4凶噂胸骨嶋争制'骨神...伽蜘..仲『伽吻棒'市・・，.帽聞咽W梯------柿吻4嗣'司v・._._-_.咽------_.._--------曲ー・副"...骨柏崎南伽噂柏崎剛』伯母4凶肉喝F申母物甲鴨._--_.聞----------副・・ー...峰噂喝伊崎剛』噸柏崎町台柏崎岨噂喝柏崎世情圃..噸事情蜘噸前...喝F事圃...嗣F蜘明胃------_.-曲叫幽場.. 砂喝崎・・剛』叫砂場噛均台柏崎。剛，噸
トルクロホスメチルwp 10/28 
ペンシクロンwp 10/28 

イソプロチオラン・フルトラニルwp 10〆28
無処理

注〕跡:パッチの痕跡が見られるもの
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36.0 
40.5 

26.2 
22.1 
30.2 
39.2 

微跡:パッチの痕跡がわずかに見られるもの

2 妨除適期の検討

(1)春期における防除適期と回数

イソプロチオラン・フJレトラニル水和剤の初発4週間

前(3月30日)1回散布では、散布42日後に僅かに発生

し始めたが， 69日後の6月8日で防除価は98.5と高か

った.初発2:i鹿間前(4 Jj13日)1四散布では6月中は

発生がなく，散布56日後の6月8日には発生し，防除

儲は94.1であった. 1回と 2罰散布区の発生を比較す

ると，ほぼ同等であった(表2). 

(2)秋期における防除適期

トルクロホスメチル水和剤，ペンシクロン水手口剤，イ

ソプロチオラン・フルトラニル水和剤の 31iJJについて本

病の発生が少なかったのはいずれの薬剤も，初発 13日

前(9月24日)と初発期(10月7日)に散布した場合で

あった.しかし，初発期が10月下旬と遅れた場合，初

発期の散布でも，病斑は逆に増加し， 12月上旬まで発

生が続いた(表3). 

4 散布最の検討

(1)粒剤の少量散布

無処理区での本病の発生は6月中旬には少なく 6月

に入って中程度の発生となった. 5月13日の調査では

10g/nf散布でも発病は認められず， 15 g /nf散布と

同等であった. 6月10日でも 10g/nf散布は僅かに病

斑が認められたが， 15 g/nf散布と差がなかった(表4). 

(2) 水和剤の少量散布

この試験は最多病斑間穣率が7%以下の少発生の条件

で行なった.10月18日， 11月16臼の調査では， トリ

クロホスメチル水和剤の薬剤量0.25g /nfの3つの区

で防除価は95前後で，防i珠錨99以上の薬剤量0.5g/

nf， 1 g〆dの区よりやや低かった.薬剤量0.25g / 
dの場合，水量は0.251i/ nf， 0.51i / nf， 11i / nfの

3つの霞で防除舗に琵はなかった(表5). 

5 スポット散布の効果

この試験は多発生の条件で行なった. 5丹 18日の調

査ではペンシクロン水和剤を散布した4月28日以降に

直接50cm以下の小型の活性病斑が多発生した. 6月4

日には活性病斑が減少したが，完全には発病を抑えるこ

とはできなかった(表6). 

考 察

一般的に効率的な薬剤肪除のためには，効果の高い薬

剤を最も効果が期待される時期に，適切な量を適切な方
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表4 葉腐病に対するイソプロチオラン・フルト
ラニjレ粒剤の少量散布の効果

4.Fl15日 S丹13日 6.Fl1O日

散布量 病斑面 病斑宿坊除儲病耀面訪除価
積率(%) 積率(%) 積率(%)

10 g /nf (4.6)・ 0.0 100 0.6 95.5 
15 g/nf (2.9) 0.0 100 0.4 97.0 
無処理 (2.5) 2.2 13.3 

* : ( )内の数字は病斑跡の酒積

表6葉腐病iこ対するぺンシクロン氷和剤のスポット散布の効果

調査

丹臼

病斑の 誼径別の病斑数

種類 50cm米構 50~200cm 200cm以上

5/18 活性病斑 525 

不活性病菰 75 

6/4 活性病斑 74 

不活性病斑 加6

106 

68 

15 

121 

15 

5 

O 

16 

法で散布することが大切である.本病に対して有効薬剤

の検索をした結果，イソプロチオラン・フルトラニル水

和知IJ，関粒淘IJ，トルクロホスメチル水和剤U，ペンシクロ

ン水和剤の防除効果が高い.

次に防除適期であるが，春期の場合，イソプロチオラ

ン・フルトラニル水和剤の初発期の約 2--4週陪前の 1

囲の予防散布は，高い防除効果があるといえる.また，

秋期では10月上旬に初発した場合，初発2退間前から

初発期の l密の散布が有効である.本病は春期は3月下

旬--4月中旬に，秋期は 10丹上旬に初発し 1) 病原菌の

密度は春，秋の各初発期の半月--1カ丹前から増加し始

めるのでベ初発4現時前からの妨除は病原菌の増殖を

よく抑えたものと思われる.薬剤の残効性を考慮すると，

できるだけ初発期直前の散布が望ましい.特に激しい発

生の場合には，紡換が避れると病斑内部のシパが枯死し，

裸地化するので予防散布が大切である.

また，初発期の散布も有効である.初発端を見きわめ

るために，春期は3月下旬から，秋期は9月中旬ごろか

ら発生しやすい場所で芝地をよく観察し，茎葉の掲変，

茎の離脱等の初期症状が発見されれば，速やかに散布す

る必要がある.ただ秋期の場合シパの新葉の展開が運く

なるので，初発期でも 10月下旬の散布では病原蘭は死

滅しでも病斑は回復せずに残る.そのため秋期は 10月

上旬までに散布するのが襲ましい.

少量散布の効果では，イソプロチオラン・フルトラニ

ル粒剤は，登録条件量の%の 10g/nfの初発前の 1回

表5 葉商病に対するトリクロホスメチjレ水和斉IJ
の少量散布の効果

薬量/水量 10月188 11月16日 12月13日

(g/，/vrrf)病斑面防掠価病斑菌防除価病斑面妨捺師
積率(%) 穣率(%) 積率(%)

0.25/0.25 0.07 96.8 0.27 95.9 0.02 96.0 

0.25/0.5 0.11 95.0 0.36 94.3 0.00 100.0 

0.25/1.0 0加 97.3 0.48 92.5 0.00 100.0 

0.5 /0.5 0.02 99.1 0.00 100.0 0.00 100.0 

1.0 /1.0 0.002 99.9 0.00 100.0 0.00 100.0 

無処理 2.2 6.4 0.5 

散布で， トルクロホスメチJレ水和剤は，登録条件の半分

の薬量と水量の0.5g /0.5 jJ， /nfの初発期の 1四散布

で，登録条件とほぼ関等の防除効果があった.また，ベ

ンシクロン水和剤を登録条件の半分の薬最と水量の0.5

g/0.5jJ，/nfで初発期に 1屈散布した場合も，登録条

件と同等の高い効果があったり.また，小林2)によると

トルクロホスメチル水和剤の0.3g /0.3 jJ， /nfの散布

でも効果があったとしている.これらのことより議録条

件以下の薬蓋や水量でも通期に散布すれば防除効果は高

い.また，ゴルフ場の芝地面積はかなり広く，水量が多

いと散布に多くの時聞がかかるため，散布効率からみて

もは0.5jJ，/nfが望ましい.

薬剤のスポット散布は多発生地の場合 1回の散布で

は効果が低かったが，これは発生後の治療散布となるの

で，病斑が消失するまでに時間がかかるためり，また，

同じフェアウェイでも病斑の発生時期に舗があるためと

考えられる. しかしスポット散布は薬量が少なくてすむ

ため，少発生地や梅雨時期に新たに小病斑が発生する場

合で，その効果を検討する必要がある.

本病の効率的な防除には初発期を的確に把握することが

大切であるが，初発期は気象条件や環境条件によって変

動するため，観察による確認だけでなく，今後精密な発生

予察による初発期の予想と的確な早期診断法が襲まれる.
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